
1 

 

三
ノ
一
三
ノ
二
、
笠
置
寺
礼
堂
等
修
造
勧
進
状 

 

出
典 
①
宗
性
書
、
弥
勒
如
来
感
応
抄
（
東
大
寺
所
蔵
） 

②
讃
仏
乗
鈔
（
金
沢
文
庫
所
蔵
） 

③
解
脱
上
人
御
草
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
本
） 

 

解
説 

 

貞
慶
が
入
山
し
た
当
時
、
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
年
）
に
焼
失
し
た
礼
堂
に
か
わ
り
、
さ
さ
や
か
な
草
堂 

が
あ
っ
て
礼
堂
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
弥
勒
像
が
世
の
信
仰
を
集
め
、
参
拝
客
が
多
く
な
っ
て
く 

る
に
つ
れ
て
問
題
が
お
き
て
き
た
。 

 

ま
ず
礼
堂
が
石
像
に
接
近
し
す
ぎ
て
い
て
、
礼
堂
か
ら
そ
の
全
体
像
が
拝
め
な
い
こ
と
、
堂
が
狭
く
法
要

に
参
列
で
き
な
い
者
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。 

 

貞
慶
は
そ
の
た
め
に
礼
堂
の
改
築
、
弥
勒
像
前
の
整
備
を
決
定
し
た
。
建
築
に
要
す
る
莫
大
な
費
用
は 

般
若
報
恩
塔
を
建
築
し
て
五
年
足
ら
ず
の
笠
置
寺
一
寺
の
能
力
を
超
え
た
負
担
で
あ
っ
た
た
め
、
費
用
の 

捻
出
に
は
京
や
南
都
の
諸
寺
、
貴
族
に
も
寄
進
を
依
頼
し
た
他
、
鎌
倉
幕
府
に
も
接
近
し
、
元
久
元
年
（
一 

二
〇
四
年
）
四
月
に
貞
慶
の
使
者
が
鎌
倉
に
至
っ
て
将
軍
家
に
喜
捨
を
願
い
出
た
。
こ
れ
に
対
し
当
時
の
将 

軍
源
実
朝
は
砂
金
以
下
の
重
宝
を
与
え
た
（
吾
妻
鏡
）。 

 

勧
進
状
が
出
さ
れ
た
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
年
）
の
一
年
九
ヵ
月
後
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
年
）
十
月

十
五
日
に
礼
堂
完
成
供
養
が
行
わ
れ
、
そ
の
翌
月
に
は
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
礼
堂
で
龍
華
会
が
催
さ
れ

た
。 幕

府
に
は
礼
を
失
せ
ぬ
よ
う
早
速
使
者
が
鎌
倉
に
赴
き
、
十
一
月
七
日
に
は
将
軍
家
に
無
事
礼
堂
が
完

成
し
た
旨
の
お
礼
の
言
上
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
礼
堂
は
元
弘
の
役
で
焼
失
し
た
が
、
笠
置
曼
荼
羅
に
そ 

の
華
麗
な
姿
を
今
に
残
し
て
い
る
。 

 

① 

宗
性
書
、
弥
勒
如
来
感
応
抄
（
東
大
寺
所
蔵
） 

解
説 

 

内
容
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

一
、
今
の
礼
堂
の
欠
点
は
、 

 
 

 

礼
堂
と
弥
勒
像
が
接
近
し
す
ぎ
て
礼
堂
か
ら
は
石
像
の
全
体
像
が
見
え
な
い
こ
と
。 

 
 

 

堂
舎
が
老
朽
化
し
て
き
た
こ
と
。 

 
 

 

法
会
の
際
、
庭
が
狭
く
て
多
数
の
信
者
會
受
け
入
れ
る
余
地
が
少
な
い
こ
と
。 

 
 

 

礼
堂
が
狭
小
な
る
こ
と 

 
 

で
あ
る
。 

二
、
そ
の
た
め
基
礎
を
一
丈
余
り
石
像
か
ら
離
し
、
槍
を
五
六
尺
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
軒
廊
の
間
数
を 

増
や
し
楽
所
と
し
、
母
屋
の
一
方
を
分
け
て
経
蔵
と
す
る
。 

三
、
費
用
に
つ
い
て
は
本
寺
の
興
福
寺
や
京
都
の
貴
族
な
ど
に
寄
進
を
依
頼
す
る 
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原
文 

① 
弥
勒
如
来
感
応
抄
（
東
大
寺
所
蔵
）
に
よ
り
二
文
を
掲
載
し
、
完
成
文
で
な
い
②
讃
仏
乗
鈔
（
金
沢
文

庫
）、
③
解
脱
上
人
御
草
（
花
園
大
学
所
蔵
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
書
写
本
あ
り
）
を
参
考
ま
で
に
掲

載
し
た
。 

そ
の
一 

弥
勒
如
来
感
応
抄
（
東
大
寺
所
蔵
） 

笠
置
寺
奉
唱 

 

請
被
殊
蒙 

緇
素
助
成
修
造
礼
堂
軒
廊
等
状 

右
海
内
之
名
区
其
所
雖
多
実
之
過
名
者
我
山
之
勝
形
也
天
下
之
霊 

異
其
類
不
一
事
之
超
餘
者
慈
尊
之
石
像
也
設
比
五
天
之
勝
躅
此
事 

 
 

猶
不
可
恥
況
於
日
本
一
国
之
内
哉
設
及
千
仏
之
出
世
此
像
猶
不
可 

 

変
況
於
龍
華
三
会
之
朝
哉
但
摯
山
腹
兮
置
礼
堂
於
其
内
迫
巌
頭
兮 

覆
軒
宇
於
其
前
高
低
雖
遥
相
去
不
幾
僅
跪
咫
尺
之
洞
庭
倩
瞻
五
丈 

 

之
聖
容
尊
儀
空
当
首
上
相
好
末
詳
眼
前
況
於
堂
中
都
隔
拝
見
是
一 

恨
也
又
仏
像
者
化
人
之
所
造
也
刻
彫
雖
窮
妙
堂
舎
者
山
僧
之
所
構 

也
茅
茨
如
不
剪
古
躰
之
製
時
俗
可
咲
是
二
恨
也
厳
重
法
会
之
庭
道 

俗
群
集
之
時
無
処
容
受
多
隔
見
聞
是
三
恨
也
舞
台
楽
屋
皆
以
狭
少 

斉
会
之
席
陳
列
失
儀
是
四
恨
也
不
如
移
基
一
丈
餘
上
檐
五
六
尺
堂 

内
堂
外
恣
対
尊
顔
又
加
軒
廊
之
間
数
以
為
楽
所
分
母
屋
之
一
方
宛 

之
経
蔵
舞
曲
之
台
聴
聞
之
座
一
々
之
儀
各
々
可
足
但
土
木
之
費
殆 

過
十
家
之
産
経
営
之
労
豈
堪
一
寺
之
力
進
退
之
間
商
量
難
及
自
昔 

至
今
歎
息
在
之
就
中
奉
請
唐
本
一
切
経
将
始
随
分
大
法
会
有
限
道 

場
欲
罷
不
能
然
間
七
歳
沙
弥
尚
有
諌
師
之
詞
多
年
住
侶
争
無
恥
身 

之
思
群
儀
一
同
莫
不
伏
膺
仍
始
南
都
之
本
寺
及
花
洛
之
高
門
試
達 

子
細
以
為
己
勤
不
敢
顧
是
非
之
間
皆
欲
結
順
逆
之
縁
但
設
望
十
方 

之
仏
土
難
忘
者
釈
迦
大
師
之
付
属
也
設
沈
三
途
之
苦
域
有
憑
者
弥 

勒
下
生
之
値
遇
也
況
於
別
願
別
縁
之
繋
属
何
漏
大
慈
大
悲
之
引
接 

有
心
之
人
不
言
可
知
鳴
呼
昔
窂
度
跋
堤
之
造
善
法
堂
也
忽
出
紺
珠 

於
額
上
今
信
心
施
主
之
助
一
伽
藍
也
宣
抽
丹
石
於
肝
底
莫
言
下
愚 

之
勧
進
竊
為
大
聖
之
方
便
者
也
仍
奉
唱
如
件 

 
 

 
 

 

建
仁
三
年 

 

読
み
下
し
文 

笠
置
寺
奉
唱 

 

殊
に
緇
素(

僧
俗)

の
助
成
を
蒙
り
礼
堂
軒
廊
等
を
修
造
さ
れ
ん
と
請
う
の
状 
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右
、
海
内
の
名
区
は
其
の
所
多
し
と
雖
も
、
実
に
之
れ
名
に
過
ぎ
る
は
我
が
山
の
勝
形
也
。
天
下
の
霊 

異
其
の
類
不
一
（
二
様
で
な
い
こ
と
）
な
る
も
、
事
の
余
を
超
え
る
は
、
慈
尊
の
石
像
也
。
設
へ
五
天
（
天
竺
、
イ
ン
ド
の
こ

と
）
の

勝

躅

し
ょ
う
ち
ょ
く

（
優
れ
た
先
例
）
に
比
す
も
、
此
の
事
猶
恥
ず
る
こ
と
な
し
。
況
や
日
本
一
国
の
内
に
於
い
て
お
や
。
設
へ

千
仏
の
出
世
に
及
ぶ
も
、
此
の
像
、
尚
変
る
こ
と
な
し
。
況
や
龍
華
三
会
の
朝
に
於
い
て
お
や
。 

 

但
し
（
讃
仏
乗
鈔
や
花
園
大
学
所
蔵
に
あ
る
「
爰
に
」
の
ほ
う
が
意
味
が
通
じ
る
）
山
腹
を
摯
て
礼
堂
を
其
の
内
に
置
き
、

巌
頭
に
迫
り
て
軒
宇
を
其
の
前
に
覆
へ
り
。
高
低
遥
か
な
り
と
雖
も
相
去
る
こ
と
幾
く
ば
く
な
ら
ず
。
僅
か
に
腿
尺
（
非
常

に
近
い
距
離
）
の
洞
（
深
い
谷
）
庭
に
脆
き
、

倩
つ
ら
つ
ら

五
丈
の
聖
容
を
縦
ぐ
も
、
尊
儀
空
し
く
首
上
に
当
た
り
、
相
好
（
顔
、

形
）
末
だ
眼
前
に
詳
か
な
ら
ず
。
況
や
堂
中
に
於
い
て
は

都
す
べ
て

拝
見
を
隔
つ
。
是
れ
一
の
恨
み
也
。 

 

又
仏
像
は
化
人
（
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
仮
に
人
の
姿
に
な
っ
た
も
の
）
の
造
る
所
也
。
刻
彫
窮
妙
な
り
と
雖
も
、
堂
舎

は
山
僧
の
構
え
る
所
也
。
茅
茨
剪
ら
ず
し
て
古
躰
の
製
の
如
く
な
る
は
、
時
俗
（
時
の
人
々
）
咲
（
笑
う
の
古
字
）
う
べ
し
。

是
れ
二
の
恨
み
也
。 

 

厳
重
（
厳
か
な
様
）
の
法
会
の
庭
に
道
俗
群
衆
（
群
が
り
集
ま
る
こ
と
）
の
時
、
受
け
容
れ
る
処
無
く
、
多
く
は
見
聞
（
見

た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
）
を
隔
つ
。
是
れ
三
の
恨
也
。 

 

舞
台
、
楽
屋
（
雅
楽
で
楽
人
の
演
奏
を
す
る
場
所
）
皆
狭
少
な
る
を
以
て
、
斎
会
の
席
、
陳
列
に
儀
を
失
す
。
是
れ
四
の
恨

み
也
。 

 

基
を
一
丈
余
り
移
し
、
檐
を
五
六
尺
上
げ
る
に
し
か
ず
。
堂
内
、
堂
外
恣
に
尊
顔
に
対
す
。
又
軒
廊
の 

間
数
を
加
え
、
以
っ
て
楽
所
と
な
し
、
母
屋
の
一
方
を
分
け
、
之
を
経
蔵
に
宛
つ
。
舞
曲
の
台
、
聴
聞
の 

座
、
一
々
の
儀
、
各
々
足
る
べ
し
。 

 

但
し
土
本
の
費
え
、
殆
ど
十
家
の
産
に
過
ぎ
、
経
営
の
労
、
豈
一
寺
の
力
に
堪
う
る
や
。
進
退
の
間
、 

商
量
（
な
す
べ
き
方
法
を
あ
れ
こ
れ
考
え
る
こ
と
）
及
び
難
く
、
昔
よ
り
今
に
至
る
も
嘆
息
之
れ
に
あ
り
。
就
中
、
唐
本
一
切

経
を
請
い
奉
り
、
将
に
随
分
（
そ
れ
に
合
わ
せ
て
相
応
な
）
の
大
法
会
を
始
め
ん
と
す
る
も
、
道
場
に
限
り
有
り
、
罷
ん
と
欲

す
る
も
能
わ
ず
。 

 

然
る
間
、
七
歳
の
沙
弥
（
仏
法
に
ま
だ
未
熟
な
男
子
僧
）、
尚
、
師
を
諌
め
る
の
詞
有
り
、「
多
年
、
住
侶
、
争
い
に
身
を
恥

じ
る
の
思
い
無
し
。
群
議
の
一
同
伏
膺
（
服
膺
、
他
人
の
い
ま
し
め
を
忘
れ
ず
に
実
行
す
る
こ
と
）
せ
ざ
る
な
か
れ
。
仍
っ
て

南
都
の
本
寺
に
始
ま
り
、
花
洛
（
京
都
）
の
高
門
（
名
門
）
に
及
び
、
試
に
子
細
（
詳
し
い
事
情
）
を
達
し
、
以
っ
て
己
の
勤

と
為
す
べ
し
」
と
。 

 

敢
え
て
是
非
を
顧
り
み
ざ
る
の
間
、
皆
順
逆
の
縁
を
結
ば
ん
と
欲
す
。
但
し
、
設
し
十
方
の
仏
土
を
望 

ま
ば
、
忘
れ
難
き
は
釈
迦
犬
師
の
付
属
（
こ
こ
で
は
釈
迦
が
弥
勒
に
遺
法
を
託
し
た
こ
と
）
也
。
設
へ
三
途
の
苦
域
に
沈
ま

ん
と
も
、
憑
有
る
は
弥
勒
下
生
の
値
遇
也
。
況
や
別
願
別
縁
の
繋
属
（
つ
な
が
り
）
に
於
い
て
、
何
ぞ
大
慈
大
悲
の
引
接
に
漏

れ
ん
や
。
有
心
（
も
の
に
と
ら
わ
れ
た
心
）
の
人
、
言
は
ず
し
て
知
る
べ
し
。 

 

嗚
呼
。
昔
、
窂
度
跋
堤
の
善
法
堂
を
造
る
や
、
忽
ち
紺
珠
を
額
上
に
出 い

だ
す
（
注
一
）。
今
、
信
心
の
施 

主
の
助
け
は
一
伽
藍
也
。
宜
し
く
丹
石
（
メ
ノ
ウ
）
を
肝
底
に
抽
さ
ん
。 

 

下
愚
の
勧
進
と
云
う
な
か
れ
。
窃
か
に
大
聖
（
弥
勒
）
の
方
便
（
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
仮
に
設
け
た
手
段
） 

と
為
す
者
也
。 



4 

 

 
仍
っ
て
唱
え
奉
る
こ
と
件
の
如
し
。 

 
 

 
 

建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
年
） 

 

注
一
、
弥
勒
が
兜
率
天
に
往
生
す
る
際
、
窂
度
跋
堤
が
弥
勒
の
た
め
善
法
堂
を
造
る
こ
と
を
発
願
し
た
時
、
額
か
ら
五
百

億
の
宝
珠
を
出
し
、
そ
の
光
が
四
十
九
重
の
宝
宮
と
な
っ
た
。
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
。 

 

そ
の
二 

弥
勒
如
来
感
応
抄
（
東
大
寺
所
蔵
） 

弥
勒
如
来
感
応
抄
に
は
二
種
の
勧
進
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
そ
の
二
」
の
方
が
文
章
も
練
れ
て
、
ま

と
ま
り
も
良
く
、
こ
れ
が
最
終
の
勧
進
状
案
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

笠
置
寺
奉
唱 

 

請
殊
蒙
知
識
助
成
改
造
礼
堂
軒
廊
等
状 

右
当
山
者
神
仙
之
古
跡
慈
尊
之
霊
地
也
其
草
創
之
奇
異
石
像
之
絶 

妙
聞
而
雖
疑
見
而
可
信
設
送
千
仏
之
出
世
此
像
猶
不
可
変
況
於
龍 

華
三
会
之
朝
哉
設
比
五
天
之
勝
躅
此
事
猶
不
可
恥
況
於
日
本
一
国 

之
内
哉
是
以
良
弁
僧
正
之
含
綸
命
也
早
顕
効
験
於
孤
峯
之
月
実
忠 

和
向
之
専
練
行
也
自
稟
勝
業
於
内
院
之
雲
一
々
勝
事
不
逞
毛
挙
但 

仏
像
者
化
人
之
所
造
也
刻
彫
雖
窮
妙
堂
舎
者
山
侶
之
所
構
也
茅
茨 

如
不
剪
古
躰
之
製
時
俗
可
咲
就
中
本
尊
與
礼
堂
相
去
不
幾
巌
上
将 

檐
下
高
低
懸
隔
近
跪
咫
尺
之
洞
庭
遥
望
五
丈
之
聖
容
尊
像
空
当
首 

上
瞻
礼
未
詳
眼
前
況
至
堂
内
都
隔
拝
見
事
之
乖
心
欲
罷
不
能
加
之 

恒
例
臨
時
法
会
之
庭
貴
賤
道
俗
群
集
之
時
容
受
無
処
見
聞
含
恨
又 

舞
台
楽
屋
共
以
狭
少
斉
会
之
庭
陳
列
失
儀
仍
移
基
一
丈
餘
上
檐
三 

四
尺
堂
中
堂
外
恣
拝
尊
像
豈
不
可
乎
加
之
継
南
軒
廊
以
為
楽
所
分 

北
母
屋
以
為
経
蔵
舞
曲
之
台
聴
法
之
座
一
々
之
儀
悉
可
造
化
但
土 

木
之
費
殆
過
十
家
之
産
経
営
之
労
不
耐
一
寺
之
力
進
退
惟
谷
歎
而 

末
企
爰
至
今
春
恨
超
例
年
明
春
可
知
時
之
至
也
冥
之
感
也
仍
自
本 

寺
漸
及
両
都
不
顧
讃
毀
宜
令
勧
進
末
知
誰
人
殊
為
我
等
之
大
檀
又 

不
知
何
時
正
感
此
善
之
勝
果
昔
須
達
居
士
建
祇
洹
之
精
舎
六
天
宮 

殿
浮
雲
因
果
感
赴
古
今
皆
爾
鳴
呼
設
欣
十
方
之
仏
上
難
忘
者
猶
釈 

迦
大
師
之
付
属
也
設
沈
三
途
之
苦
域
有
馮
者
彼
弥
勒
下
生
之
値
遇 

也
況
於
別
願
別
縁
之
繋
属
何
疑 

 

読
み
下
し
文 

笠
置
寺
奉
唱 

 

殊
に
知
識
の
助
成
を
蒙
り
礼
堂
軒
廊
等
を
改
造
せ
ん
と
請
う
の
状 

右
当
山
は
神
仙
の
古
跡
に
し
て
慈
尊
の
霊
地
也
。
其
の
草
創
の
奇
異
、
石
像
の
絶
妙
、
聞
き
て
疑
う
と
雖
も
、
見
て
信
ず
べ

し
。
設
へ
千
仏
の
出
世
を
送
（
あ
と
を
見
送
る
）
る
と
も
、
此
の
像
猶
変
ず
べ
か
ら
ず
。
況
や
龍
華
三
会
の
朝
に
於
い
て
お

や
。
設
へ
五
天
（
五
天
竺
、
イ
ン
ド
）
の
勝
躅
（
優
れ
た
先
例
）
に
比
す
れ
ど
、
此
の
事
、
猶
恥
ず
べ
か
ら
ず
。
況
や
日
本

一
国
の
内
に
於
い
て
お
や
。
是
れ
以
て
良
弁
僧
正
の
綸
命
（
天
皇
の
命
令
）
を
含い

れ

る
や
、
早
く
し
て
効
験
（
き
き
め
）
を
孤
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峯
の
月
に
顕
し
、
実
忠
和
尚
の
練
行
（
仏
道
の
修
練
を
積
む
こ
と
）
を
専
っ
ぱ
ら
に
す
る
や
、
自
ら
勝
業
（
勝
れ
た
行
い
）

を
内
院
の
雲
に
稟
（
授
け
る
）
す
。
一
々
の
勝
事
（
立
派
な
こ
と
）
毛
挙
に
逞
あ
ら
ず
。 

但
し
仏
像
は
化
人
の
造
る
所
也
。
刻
彫
窮
め
て
妙
な
り
と
雖
も
堂
舎
は
山
侶
の
構
え
る
所
也
。
茅
茨
剪
ら
ず
し
て
古
躰

の
製
の
如
く
な
る
は
、
時
俗
（
時
の
人
々
）
咲
（
笑
う
の
古
字
）
う
べ
し
。 

 

就
中
、
本
尊
は
礼
堂
と
相
い
去
る
こ
と
幾
ば
く
な
ら
ず
。
巌
上
将
に
檐
下
に
て
高
低
懸
隔
す
。
近
づ
き
て
腿
尺

（
非
常
に
近
い
距
離
）
の
洞
（
庭
に
脆
き
、
遥
か
に
五
丈
の
聖
容
を
望
む
に
、
尊
像
空
し
く
首
上
に
当
り
て
、
瞻
礼
す

る
も
末
だ
眼
前
に
詳
ら
か
な
ら
ず
。
況
や
堂
内
に
至
り
て
は
都
拝
見
を
隔
つ
。
事
の
乖
心
（
心
を
は
な
れ
る
こ
と
）
、

罷
め
ん
と
欲
す
る
も
能
わ
ず
。 

之
に
加
う
る
に
恒
例
、
臨
時
の
法
会
の
庭
に
貴
賤
道
俗
群
集
の
時
、
受
け
容
れ
る
に
処
無
く
見
聞
に
恨
み
を
含

む
。
又
舞
台
楽
屋
共
狭
少
な
る
を
以
て
、
斎
会
の
庭
、
陳
列
に
儀
を
失
す
。 

 

仍
っ
て
基
を
一
丈
余
移
し
、
檐
を
三
四
尺
上
げ
、
堂
中
堂
外
に
て
恣
に
尊
像
を
拝
す
こ
と
、
豈
可
な
ら
ず
や
。
之

に
加
う
る
に
南
に
軒
廊
を
継
ぎ
て
以
っ
て
楽
所
と
為
し
、
北
に
母
屋
を
分
け
て
以
っ
て
経
蔵
と
為
す
。
舞
曲
の
台
、
聴
法
の

座
、
一
々
の
儀
悉
く
造
化
す
る
（
自
然
の
道
理
に
合
わ
せ
る
）
を
可
と
す
。 

 

但
し
、
土
本
の
費
、
殆
ど
十
家
の
産
に
過
ぎ
、
経
営
の
労
、
一
寺
の
力
に
耐
え
ず
。
進
退
惟
れ
谷
り
。
歎
き
て
末
だ
企
て

ず
。 

 

こ
こ
に
今
春
に
至
り
、
恨
む
ら
く
は
例
年
を
超
え
、
明
春
が
時
の
至
り
な
る
を
知
る
べ
き
也
。
冥
の
感
（
真
心
が
仏
を
感

動
さ
せ
る
こ
と
）
也
。
仍
っ
て
本
寺
よ
り
漸
く
両
都
に
及
び
、
讃
毀
（
讃
え
る
の
と
誹
る
の
と
）
を
顧
り
み
ず
、
宜
し
く
勧

進
せ
し
む
。
未
だ
誰
人
か
を
知
ら
ず
も
、
殊
に
我
等
が
大
檀
と
為
し
、
又
何
時
な
る
か
を
知
ら
ず
も
、
正
に
此
善
の
勝
果
を

感
ず
べ
し
。 

 

昔
須
達
居
士
（
ス
ダ
ッ
タ
長
者
）
、
祇
洹
（
祇
園
）
の
精
舎
を
建
つ
。
六
天
（
欲
界
の
六
つ
の
宮
殿
）
浮
雲
に
因
果
を
感

ず
。
古
今
に
赴
く
に
皆
爾し

か

り
。 

 

嗚
呼
、
設
し
十
方
の
仏
上
を
欣
は
ば
、
忘
れ
難
き
は
猶
釈
迦
大
師
の
付
属
（
教
え
を
後
世
に
伝
え
る
よ
う
頼
み
託
す
る
こ

と
）
也
。
設
へ
三
途
の
苦
域
に
沈
む
と
も
馮
有
る
は
、
彼
の
弥
勒
下
生
の
値
遇
也
。
況
や
別
願
別
縁
の
係
属
（
つ
な
が
り
）

に
於
い
て
何
を
か
疑
わ
ん
。 

 

②
讃
仏
乗
鈔
（
金
沢
文
庫
） 

解
説 

讃
仏
乗
鈔
（
金
沢
文
庫
所
蔵
）
に
よ
っ
た
。
こ
の
文
献
は
今
ま
で
笠
置
寺
関
係
史
料
に
な
く
、
初
出

で
あ
る
。
内
容
に
は
重
複
部
分
も
あ
り
、
か
つ
あ
ま
り
関
係
な
い
記
事
も
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
、
ま
だ
練

ら
れ
て
い
な
い
当
初
の
草
稿
か
写
し
間
違
い
の
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

な
お
金
沢
文
庫
所
蔵
の
讃
仏
乗
鈔
は
そ
の
筆
跡
か
ら
鎌
倉
称
名
寺
の
二
代
目
長
老
釦
阿
（
一
二
六
一
～
一

三
三
八
年
）
が
編
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

原
文 

笠
置
寺
奉
唱 

 

請
被
殊
蒙
緇
素
助
成
修 

造
礼
堂
軒
廊
等
状 
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右
海
内
之
名
区
其
所
雖
多
実 

之
過
名
者
我
山
之
勝
形
也
天 

下
之
霊
異
其
類
不
一
事
之 

超
餘
者
慈
尊
之
石
像
也
設 

比
五
天
之
勝
躅
此
事
猶
不
可 

恥
況
於
日
本
一
国
之
内
哉
設 

経
千
仏
之
出
世
此
像
猶
不
可 

変
況
於
龍
花
三
会
之
朝
哉 

爰
摯
山
腹
兮
置
礼
堂 

於
其
内
迫
巌
頭
兮
覆

ヘ
リ 

軒
宇
於
其
前
高
低
雖
遥 

相
去
不
幾
僅
跪
咫
尺
之
洞
庭 

仰
テ

瞻
五
丈
之
聖
容
尊
儀 

空
当
首
上
相
好
末
詳
眼 

前
況
於
在
堂
中
都
隔
拝
見 

是
一
恨
也
又
仏
像
者
化
人
之 

所
造
也
刻
彫
雖
窮
妙
堂
舎 

者
山
僧
之
所
構
也
茅
茨
如 

不
剪
古
躰
之
製
時
俗
可 

咲
是
二
恨
也
厳
重
法
会 

之
庭
道
俗
群
集
之
時
無
処 

容
受
多
障
見
聞
是
三
恨 

也
舞
台
楽
屋
皆
以
狭
少
斉 

会
之
席
陳
列
失
儀
仍
移 

基
一
丈
餘
上
檐
三
四
尺
堂 

外
恣
向
尊
顔
豈
不
可
乎 

加
之
左
右
各
建
三
間
軒
廊
以 

北
為
経
蔵
以
南
為
楽
屋
庭 

上
設
舞
台
階
下
為
群
居 

一
々
之
儀
各
々
可
足
但
土
木
之 

費
殆
過
十
家
之
産
経 

営
之
労
豈
堪
一
寺
力
晋 

 

晋→

進
か 

退
之
間
商
量
難
及
自
昔 

至
今
歎
息
在
之
就
中
奉 
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請
唐
本
一
切
経
将
修
随
分 

大
法
会
有
限
道
場
欲
罷
不 

能
然
間
七
才
沙
弥
尚
有 

諌
師
之
詞
多
年
住
侶
争 

無
恥
身
之
思
群
儀
一
同

シ
テ

莫 

不
伏
膺
仍
始
南
都
之
本
寺 

及
花
洛
之
高
門
試
達
子 

細
以
為
己

カ

勤
卜

不
敢
顧
是 

非
之
聞
只
欲
結
順
逆
之
縁 

設
望
十
方
之
仏
土
難
忘 

者
釈
迦
大
師
之
付
属
也
設 

哉
不
口
住
侶
天
下
所
推 

不
足
始
称
依
之
州
県
皆 

平
安
少
悉
□
息
郊
野 

立
錐
之
地
無
不
耕
作
山 

谷
客
身
之
洞
併
為
寺 

院
云
父
母
之
水
舞
云
子
孫 

之
養
育
何
物
非
土
産 

何
事
非
冥
助
剰
以
除
力 

各
営
功
徳
雖
知
貧
富 

之
随
身
誠
如
日
月
之
分
光 

彼
治
承
養
和
之
比
南 

都
衰
微
之
時
万
人
悉
憂 

畏
一
所
無
安
全
暫
時
猶 

爾
況
於
永
代
乎
但
寺
家 

下
部
等
寄
事
於
左
右
毎 

有
催
促
先
致
苛
酷
士 

雖
加
厳
誠
不
及
懲
粛 

歟
至
今
度
者
寺
家
別 

深
重
之
御
願
上
人
偏
住 

無
相
之
弘
誓
不
指
課
促 

不
致
譴
責
只
随
人
心 

又
随
其
力
各
抽
清
浄
之 

思
勿
廻
遁
避
之
計
者 
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所
仰
下
知
如
件
郡
司
等
宜 

於
孤
峯
之
月
実
忠
和
尚 

之
専
練
行
也
自
稟
勝 

業
於
内
院
之
雲
一
々
勝
事 

不
逞
毛
挙
但
仏
像
者
化 

人
之
所
造
也
刻
彫
雖
窮
妙 

堂
舎
者
山
侶
之
所
構
也
茅 

茨
如
不
剪
古
躰
之
製
時
俗 

可
咲
就
中
本
尊
與
礼
堂 

相
去
不
幾
巌
上
将
檐
下 

高
低
懸
障

タ
リ

近
跪
咫
尺
之 

洞
庭
遥
望
五
丈
之
聖
容 

尊
像
空
当
首
上
瞻
礼
未 

詳
眼
前
況
至
堂
内
都 

障
拝
見
事
之
乖
心
欲
罷 

不
能
加
之
恒
例
臨
時
法
会 

之
庭
貴
賤
道
俗
群
集
之 

時
容
受
無
処
見
聞
含
恨 

又
舞
台
楽
屋
共
以
狭
少 

 

斎
会
之
庭
陳
列
失
儀
仍 

移
基
一
丈
余
上
檐
三
四
尺 

堂
中
堂
外
恣
拝
尊
像
豈 

不
可
平
加
之
継
南
軒
廊 

以
為
楽
所
分
北
母
屋
以
為
経 

蔵
舞
曲
之
台
聴
法
之
座 

一
々
之
儀
悉
可
造
化
但
土 

木
之
費
殆
過
十
家
之
産 

経
学
之
労
一
寺
之
力
進 

 

学→

営
か 

退
惟
谷
歎
而
未
企
爰
至 

今
春
恨
超
例
年
明
春
可 

知
時
之
至
也
冥
之
成
也
仍 

自
本
寺
漸
及
両
都
不
顧 

讚
毀
冝
令
勧
進
未
知
誰 

人
殊
為
我
等
之
大
壇
又
不
知 
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何
時
正
成
此
善
之
勝
果
昔 

須
達
居
士

カ

建
祇
洹
之
精
舎 

六
天

ノ

宮
殿
随
障
雲
僧
護 

比
丘
造
慈
氏
之
石
像
二
生

之
悲
願
不
空
因
果
感
赴
古

今
皆
爾
鳴
呼
欣
十
方
之
仏 

土
難
忘
者
猶
釈
迦
大
師
之 

付
属
也
設
沈
三
途
之
苦
域 

有
馮
者
彼
弥
勒
下
生
之
値 

遇
也
況
於
別
願
別
縁
乎 

繋
属
何
疑
矣 

 

③
解
脱
上
人
御
草
（
花
園
大
学
所
蔵
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
本
あ
り
） 

 

笠
置
寺
奉
唱 

 

請
被
殊
蒙 

緇
素
助
成
修
造
礼
堂 

軒
廊
等
状 

 

右
海
内
之
名
区
其
所
雖
多
実
之
過
名 

者
我
山
之
勝
形
也
天
下
之
霊
異
其
地 

不
一
事
之
超
餘
者
慈
尊
之
石
像
也 

設
比
五
天
之
勝
躅
此
事
猶
不
可
恥
況 

於
日
本
一
国
之
内
哉
設
経
千
仏
之
出
世 

此
像
不
可
変
況
於
龍
花
三
会
之
朝
哉 

爰
擘
山
腹
兮
置
礼
堂
於
其
内
迫
巖 

頭
兮
覆
軒
宇
於
其
前
高
低
雖
遥
相 

去
不
幾
僅
跪
咫
尺
之
洞
庭
仰
瞻
五
丈 

之
聖
容
尊
儀
像
空
当
首
上
相
好
未
詳
眼 

前
況
在
堂
中
都
障
拝
見
是
一
恨
也 

又
仏
像
者
化
人
之
所
造
也
刻
彫
雖
窮
妙 

堂
舎
者
山
僧
俗
之
所
構
也
茅
茨
如
不
剪 

古
躰
之
製
時
俗
可
咲
是
二
恨
也
嚴 

重
法
会
之
庭
道
俗
群
集
之
時
無
処 

容
受
多
障
見
聞
是
三
恨
也
舞
台 

楽
屋
皆
以
狭
少
斉
会
之
席
陳
列
失
儀 

是
四
恨
也
仍
移
基
一
丈
餘
上
檐
三
四
尺 
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堂
内
堂
外
恣
対
向
尊
顔
豈
不
可
乎
加
之 

左
右
各
建
三
間
軒
廊
以
北
為
経
藏
以
南 

為
楽
屋
庭
上
設
舞
台
階
下
為
群
居 

一
々
之
儀
各
々
可
足
但
土
木
之
費
殆
過
十 

家
之
産
経
営
之
労
豈
堪
寺
之
力
進
退 

之
間
適
量
難
及
自
昔
至
今
歎
息
在
之 

就
中
奉
請
唐
本
一
切
経
得
修
随
分
大
法 

会
有
限
道
場
欲
罷
不
能
然
問
七
歳
沙 

弥
尚
有
諌
師
之
詞
多
年
住
侶
争
無
恥
身 

之
思
群
儀
一
同
莫
不
伏
膺
仍
始
両
都
之 

本
寺
及
花
洛
之
高
門
試
達
子
細
以
為
己 

勤
不
敢
顧
是
非
之
聞
只
欲
結
順
逆
之 

縁
設
望
十
方
之
仏
土
難
忘
者
釈
迦
大
師 

之
付
属
也
設
沈
三
途
之
苦
域
有
憑
者
弥 

勒
下
生
之
値
遇
也
況
於
別
願
別
縁
之 

輩
属
何
疑
大
慈
大
悲
之
引
接
有
心
之
人 

不
言
可
知
嗚
呼
昔
牢
度
跋
堤
之
造
善 

法
堂
也
忽
出
紺
珠
於
額
上
今
信
心
施
主
之 

助
一
伽
藍
也
宣
抽
丹
石
於
肝
底
莫
言 

下
愚
之
勧
進
可
思
大
聖
之
方
便
矣
仍 

奉
唱
如
件 

建
仁
三
年 

月 
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